
2011年5月26日（木）18時30分
�ur. 26 May 6:30 pm at Komaba Campus, �e University of Tokyo

第122回演奏会

オルガン：小林 英之
Orgel: Hideyuki Kobayashi

J・P・ケルナー　Johann Peter Kellner （1705－1772）
前奏曲 ト短調　Praeludium in g-Moll

J・P・ケルナー　Johann Peter Kellner
コラール「神なし給う御業こそいと善けれ」　Choral „Was Gott thut, das ist wohlgetan“

J・L・クレープス　Johann Ludwig Krebs （1713－1780）
コラール「開け、心の戸」　Choral „Zeuch ein zu deinen Toren“

J・H・クネヒト　Justin Heinrich Knecht （1752－1817）
主題と4つの変奏　�ema und vier Veränderungen

J・P・スウェーリンク　Jan Pieterszoon Sweelinck （1562－1621）
詩篇第 36 編「悪は罪人の」　Psalm 36 „Des boosdoenders wille seer quaet”

J・アーレンス　Joseph Ahrens （1909－1997）
オルガンのためのグレゴリオ聖歌「キリストはよみがえりたまいぬ」
Cantiones Gregorianae pro organo „Christ ist erstanden“

J・S・バッハ　Johann Sebastian Bach （1685－1750）
コラール「キリストはよみがえりたまいぬ」BWV627　Choral „Christ ist erstanden“ BWV627

J・Ch・オーライ　Johann Christoph Oley （1748－1789）
コラール「一日が終わり、イエスよ私とともに留まりたまえ」
Choral „Der Tag ist hin, mein Jesu bey mir bleibe“

J・S・バッハ  Johann Sebastian Bach
コラール「われらの救い主なるイエス・キリストは」BWV665
Choral „Jesus Christus, unser Heiland“ BWV665

J・S・バッハ  Johann Sebastian Bach
前奏曲とフーガ　ホ長調  BWV566　Praeludium et Fuga in E-Dur BWV566

東京大学教養学部900番教室（講堂）
入場無料（先着500名）開場18時

主催：東京大学大学院総合文化研究科・教養学部オルガン委員会
http://organ.c.u-tokyo.ac.jp/    tel 03-5454-6139 （美術博物館）

東京大学教養学部



演 奏 者 プ ロ フィー ル

第122回演奏会

小林  英之 （オルガン）

2011年 5月26日（木）18時 30分（開場18時）

東京藝術大学音楽学部卒業、同大学院修了。ドイツ、
フランクフルト音楽大学卒業。各地での独奏会のほ
か、NHK交響楽団、名古屋フィルハーモニー交響楽
団などでオルガンを担当。神奈川フィル、アンサン
ブル金沢、東京シティフィル、N響、新日フィル、
東京都響の定期演奏会には、ソリストとして出演。
その他、合唱団との共演やNHKテレビ「名曲アル
バム」、NHK-FM「朝のバロック」等に出演。東京
芸術劇場でオルガン関連事業の企画を担当するほ
か、中学生、高校生あるいは一般愛好家を対象とし
たオルガンに関する啓発活動も積極的に行ってい
る。
東京芸術劇場オルガニスト。上野学園大学教授。

http://japansclassic.com/artists/f015/
hideyuki_kobayashi.html

Hideyuki Kobayashi

被災学生救援カンパにご協力ください


